
　
美
山
事
業
所
（
八
王
子
市

美
山
町
）は
昭
和
42
年
開
設
、

面
積
約
56
万
平
方
㍍
。
原
石

は
硬
質
砂
岩
で
、
生
産
能
力

は
月
産
約
３
万
㌧
。
製
品
構

成
は
▽
砕
石
２
０
０
５
63
％

▽
砕
砂
30
％
▽
そ
の
他
７
％

─
で
、
平
成
18
年
８
月
に
Ｊ

Ｉ
Ｓ
・
Ａ
５
０
０
５
（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
砕
石
・
砕
砂
）

の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

砕
石
は
切
羽
に
設
置
さ
れ
た

自
走
式
破
砕
機
「
ロ
コ
ト
レ

イ
ン
」（
メ
ッ
ツ
ォ
社
製
）

で
生
産
。
製
砂
お
よ
び
砕
石
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15日
30日

誇
り
に
繋
が
る
社
会
貢
献

芳
村
社
長

採
石
場
は
訓
練
の
好
適
地

洗
浄
は
46
㌧
ダ
ン
プ
で
横
持

ち
し
、
定
置
式
設
備
（
ボ
ー

ル
ミ
ル
使
用
）
で
処
理
し
て

い
る
。

　
事
業
所
内
に
は
大
容
量
の

洪
水
調
整
池
（
約
３
万
８
千

立
方
㍍
）
の
ほ
か
、
建
設
発

生
土
の
堆
積
場
に
は
高
さ
15

㍍
の
強
固
な
土
留
か
ん
止
堤

（
地
震
時
に
も
円
弧
す
べ
り

が
発
生
し
な
い
設
計
）
を
備

え
て
い
る
。

　
今
回
の
消
防
訓
練
は
「
早

朝
６
時
に
発
生
し
た
地
震
に

伴
い
各
所
で
発
生
し
た
火
災

お
よ
び
負
傷
者
・
孤
立
者
の

救
出
を
想
定
」
し
た
も
の

で
、
消
防
隊
員
・
消
防
団
員

１
４
５
人
、
車
両
約
30
台
が

動
員
さ
れ
た
。

　
美
山
事
業
所
が
選
ば
れ
た

理
由
と
し
て
、
▽
広
い
敷
地

（
面
積
56
万
平
㍍
で
平
坦
部

も
大
き
い
）
▽
適
度
の
高
低

差
（
海
抜
２
２
０
～
４
３
０

㍍
）
▽
放
水
訓
練
用
の
水
の

入
手
が
容
易
（
大
容
量
洪
水

調
整
池
や
沈
砂
池
が
整
備
さ

れ
て
い
る
）
▽
訓
練
に
好
適

な
崖
と
な
る
斜
面
の
存
在

（
土
砂
崩
れ
現
場
を
想
定
し

た
場
面
を
設
定
し
や
す
い
）

▽
瓦
礫
に
見
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
岩
片
の
類
が
十
分
あ

る
─
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
と
い
う
。
な
お
、
同
事
業

所
で
は
平
成
18
年
３
月
に
も

林
野
火
災
を
想
定
し
た
大
規

模
な
消
防
演
習
（
参
加
人
員

８
６
５
人
・
車
両
１
１
０
台
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
６
機
）
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
訓
練
当
日
は
、
早
朝
は
雨

模
様
で
の
ち
に
霧
が
発
生
す

る
と
い
う
生
憎
の
天
候
で

あ
っ
た
が
、
災
害
は
好
天
時

に
発
生
す
る
と
は
限
ら
な
い

た
め
、
訓
練
に
は
絶
好
の
条

件
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
訓
練
は
、
４
設
定
─
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
同
時
併

行
で
実
施
さ
れ
た
。

　
第
１
の
『
市
街
地
火
災
を

想
定
し
た
遠
距
離
送
水
及
び

延
焼
防
止
線
の
設
定
』で
は
、

採
石
場
の
３
４
０
㍍
レ
ベ
ル

に
ビ
ル
に
見
立
て
た
目
標
構

造
物
を
仮
設
し
、
２
５
０
㍍

レ
ベ
ル
の
水
源
（
洪
水
調
整

池
）
か
ら
汲
み
上
げ
た
水

を
数
台
の
ポ
ン
プ
車
を
中

継
（
ブ
ー
ス
ト
）
し
つ
つ
約

１
１
０
０
㍍
送
水
し
て
、
仮

設
目
標
に
散
水
し
延
焼
を
防

ぐ
訓
練
だ
っ
た
。

　
第
２
の
『
山
間
部
に
お
け

る
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
山

岳
地
域
に
お
け
る
救
助
活

動
』
は
、
土
砂
く
ず
れ
等

の
原
因
で
崖
下
の
山
小
屋
な

ど
に
孤
立
し
た
負
傷
者
を
救

出
、
安
全
な
崖
上
の
救
助

車
両
ま
で
人
力
に
よ
り
搬
送

す
る
訓
練
で
あ
り
、
崖
の
上

下
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
情
報
共
有
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
た
ほ
か
、

救
助
隊
員
は
要
救
助
者
（
負

傷
者
）
に
対
し
て
絶
え
ず

「
今
助
け
ま
す
か
ら
ね
」「
も

う
す
ぐ
崖
を
登
り
終
わ
り
ま

す
」
な
ど
と
い
っ
た
励
ま
し

の
言
葉
を
か
け
て
い
た
。

　
第
３
は
『
都
市
部
の
災
害

を
想
定
し
、
道
路
外
へ
横
転

し
た
車
両
か
ら
の
救
出
救
助

活
動
』
で
あ
り
、
実
際
に
廃

車
両
２
台
を
現
場
に
事
前
に

搬
入
し
横
転
さ
せ
て
、
こ
の

中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
要
救

助
者
を
重
機
お
よ
び
特
殊
な

器
具
を
用
い
て
救
出
す
る
訓

練
だ
っ
た
。

　
第
４
は
『
若
年
層
職
員
に

よ
る
長
時
間
放
水
』
で
、
若

年
層
隊
員
ら
に
対
す
る
ポ
ン

プ
等
の
操
作
の
実
体
験
の
た

め
に
、
数
台
の
ポ
ン
プ
車
・

放
水
車
に
よ
り
調
整
池
か
ら

汲
み
上
げ
た
水
を
遠
方
あ
る

い
は
高
所
へ
継
続
放
水
す
る

訓
練
で
、
広
さ
や
水
の
入
手

の
容
易
さ
の
点
で
採
石
場
に

は
好
条
件
が
揃
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　
訓
練
の
場
を
提
供
し
た
芳

村
石
産
の
芳
村
社
長
は
「
砕

石
会
社
と
し
て
の
使
命
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
本
業
の
砕

石
製
品
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
だ
が
、
今
回
の
よ
う

な
形
で
の
社
会
貢
献
に
も
可

能
な
限
り
協
力
を
惜
し
ま
ぬ

こ
と
が
、
業
界
と
し
て
の
社

会
的
な
認
知
・
評
価
を
高
め

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
そ
れ
は
従
業
員
の

誇
り
に
も
繋
が
る
こ
と
で
あ

り
会
社
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
東
京
消
防
庁
に
よ
る
大
規
模
な
消
防
訓
練
（
平
成
28
年
度
震
災
消
防
訓
練
）
が
11
月
19

日
、
東
京
都
八
王
子
市
の
芳
村
石
産
㈱
（
芳
村
尚
之
社
長
）
美
山
事
業
所
（
桐
原
晃
一
郎

取
締
役
事
業
所
長
）
で
実
施
さ
れ
た
。
同
事
業
所
で
は
、
前
月
（
10
月
26
日
）
に
も
東
京

労
働
局
の
新
任
労
働
基
準
監
督
官
の
実
地
研
修
（
10
月
30
日
号
に
詳
細
掲
載
）
が
行
わ
れ

て
お
り
、
と
も
に
受
入
準
備
や
場
内
整
備
に
は
相
応
の
労
力
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の

地
域
社
会
へ
の
高
い
貢
献
は
注
目
に
値
す
る
。

ポンプ車数台を継いで 1100mを送水した

土砂災害を受けた山小屋からの救出訓練

車に閉じ込められた被災者の救出訓練

洪水調整池（38,000㎥）で行われた放水訓練

芳
村
石
産
で
大
規
模
消
防
訓
練


